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戸籍、住民票、税、年金、手当、福祉、
防災、企画、総務等に関する部署 

■本庁舎

新庁舎

全
て
の
機
能
が

■森野分庁舎
教育、文化、スポーツに関する部署 署 

■木曽庁舎 
公園緑地、区画整理に関する部署 

■中町分庁舎 
市政情報等に関する部署 

■中町第二庁舎 
道路等に関する部署 

■中町第三庁舎 
都市計画、開発に関する部署 

■子ども家庭支援センター　　　■境川クリーンセンター　　　■健康福祉会館分館  
○その他移転する施設 

※下記施設は移転後に閉鎖します。 

※移転後に閉鎖
　します 

７月１７日（火）から現本庁舎が移ります 

■町田市民フォーラム（男女平等推進センター、消費生活センター）
■健康福祉会館（健康課）
■町田市保健所（保健対策課、生活衛生課）
■町田リサイクル文化センター（3R推進課、資源循環課）
■土木サービスセンター（道路補修課補修係、公園緑地課公園管理係）
■成瀬クリーンセンター（水再生センター）

※下記施設は移転後も存続します。カッコ内は移転後も残る部署です。 

７月９日（月）から分庁舎等が移ります

さんアール

※公園緑地課公園管理係の一部は土木
　サービスセンターに移転します。

2012年3月撮影

15の施設に分散している行政機能が
１か所に集約され、利便性が向上します

７月１７日（火）に全面オープンします！７月１７日（火）に全面オープンします！
町 田 市 役 所 新 庁 舎町 田 市 役 所 新 庁 舎町 田 市 役 所 新 庁 舎

問 新庁舎建設課
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総合案内

カフェ

コンビニ

エスカレーター

イベント
スタジオ

食堂食堂屋上緑化屋上緑化

エスカレーター

市民協働
スペース
市民協働
スペース

会場
入口 総合案内

落成式会場

１階フロア案内図 

２階フロア案内図 

■交通

森野 

森野交番前

保健所 

中町分庁舎中町分庁舎
町
田
街
道

町
田
街
道

中町第二庁舎
中町第三庁舎中町第三庁舎森野分庁舎森野分庁舎

町田市民ホール 
コンビニ 

町田駅前通 
ＪＲ横浜線 

都営
住宅
都営
住宅

町田市民ホール町田市民ホール

町田市新庁舎
現本庁舎 

ＪＲ町田駅 
境 
　川 

小田急小田原線

小田急小田原線

小田急 
町田駅 

車でお越しの方
徒歩でお越しの方

駐車場入口

～
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て
、
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舎
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魅
力
～

※当日はできるだけ公共交通機関をご利用下さい。
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○電車でお越しの方
小田急線町田駅西口から徒歩８分

ＪＲ横浜線町田駅中央口・小田急
線連絡口から徒歩１１分

○バスでお越しの方
「市民ホール前」下車、徒歩１分

○車でお越しの方 
新庁舎立体駐車場をご利用下さい。
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新庁舎になると何が変わるの　新庁舎になると何が変わるの　新庁舎になると何が変わるの　？？？
○案内業務も改善します。総合案内の担当職員が、“おもてなし”のこころを
もって皆さんをお迎えし、お客様の相談・手続内容を把握したうえで、必要
な窓口に「的確に」「分かりやすく」「迅速に」ご案内します。これにより、
初めて市役所に来た方でも迷わず必要な窓口に行くことができます。
　また、複数の窓口に用事がある方でも、総合案内担当者と窓口担当者が連
携することにより、スムーズに相談や手続きを済ますことができます。

〈その他の主な環境負荷
低減設備〉

・太陽光発電

・雨水の再利用

・照明制御システム

・屋上緑化

・ビルエネルギー管理 
システム

　ビルのエネルギー使用量の監視を行うシステム
の導入や自然エネルギーの活用、屋上緑化等、環
境に配慮した設計となっており、建築物総合環境
性能評価（ＣＡＳＢＥＥ）で最高評価（Ｓランク）の
認証を取得しました。

　新庁舎の建設による経費の削減効果を年間約６億円と見込んでいます。

ルーバーによる日照調整ルーバーによる日照調整
壁面緑化壁面緑化

アトリウム（吹き抜け空間）アトリウム（吹き抜け空間）

雨水貯留 ・ 雨水の再利用雨水貯留 ・ 雨水の再利用 居住域空調居住域空調

屋上緑化屋上緑化

太陽光発電パネル太陽光発電パネル

自然
採光
自然
採光

可変性のある
執務空間
可変性のある
執務空間

蓄熱槽蓄熱槽

屋上緑化屋上緑化

雑木林
沿道緑化
雑木林
沿道緑化

自然換気、
照明制御
自然換気、
照明制御

暖気の再利用暖気の再利用

断熱性能、
遮音性能
の向上

断熱性能、
遮音性能
の向上

設備システムの
高効率化
設備システムの
高効率化

熱熱

熱熱

熱熱

風風

風風

風風

風風
光光

熱熱

光光

同規模の標準的な建物との比較同規模の標準的な建物との比較

ＣＯ２排出量（年間） ＣＯ２排出量（年間） 
約1300トン減 約1300トン減 

※都市ガス料金換算で、年間約６０００万円減 ※都市ガス料金換算で、年間約６０００万円減 

環境概念図環境に配慮した新庁舎の設備

市民に親切で使いやすい庁舎になりま市民に親切で使いやすい庁舎になりますす外外
○市民利用の多い部署を１・２階にま
とめて配置します。このメリットを生
かして、来庁者がなるべく１か所で用
事を済ますことができるサービス（ワ
ンストップサービス）を実現していき
ます。また、議会の傍聴がしやすいよ
うに議場を低層階の３階に配置するな
ど、市民の皆さんにとって使いやすい
庁舎になります。

新庁舎立体駐車場（写真手前）

○来庁者用駐車場や市民協働専用空間
など市民利用施設が充実します。ま
た、１階に設置する「イベントスタジ
オ」では、観光やスポーツなどの情報
を発信したり、コンビニエンスストア
では、町田の名産品を販売するなど、
市の情報発信の充実や市内経済の活性
化を図ります。

ワンストップロビー（１階）

行政運営が効率的になりま行政運営が効率的になりますす外外
　ほとんどの行政機能が１か所に集約されるため、職員間の相互連携が密に
なるなど、情報の共有化が進み、スピード感を持った効率的な行政運営が可
能となります。

現在、別々の庁舎に分かれているライフラインに関係す
る部署（道路、下水道、都市計画等）が１か所に集約さ
れ、災害発生時は３階にある災害対策本部室にすぐに集
合し、市長の指揮命令のもと迅速な災害対応が可能とな
ります。

　耐震性能をはじめとして、各種の防災・災害復興拠点機能が強化されてい
ます。以下にその主な機能をご紹介します。

ホバリングスペース（屋上） 非常用自家発電設備

内　容項　目

耐震性能を通常建物の１.５倍の強度にすることで、震度７程度の
大地震時でも安心して災害復興拠点として使用できます。耐震性能

屋上にヘリコプターからの救援物資輸送や救援活動が可能なホ
バリングスペース（緊急救助用スペース）を設置しています。災害時の空からの対応

防災関連諸室を３階にまとめて配置しています。また、災害対
策本部室には、迅速な災害対応に必要な設備を導入します。防災関連諸室の配置

２階に庁舎の防災センター（中央監視室）を設置し、庁舎内の
火災発生や設備システムを２４時間体制で監視します。防災センターの設置

緊急車両専用通路を設けています。緊急車両専用通路

２回線で受電し、一方が停電しても、もう一方の回線で電力を
確保できるようにしています。受電電力

発電設備容量を１５００ｋＶＡとし、通常時の電力使用量の約６０パー
セントを、復旧の目安である７２時間分確保できるようにしてい
ます。

発電設備

地下のピットに雨水調整層を１１００㎥分設け、境川への流量負荷
を軽減します。集中豪雨への対応

主な機能

新庁舎現本庁舎主なサービス・施設

あり（充実）あり総合案内係
行政サービスの向上

ありなしワンストップサービス

195台86台来庁者用駐車場

市民利用施設の充実

2か所1か所授乳室

約15㎡約6㎡キッズコーナー

約560㎡約310㎡カフェ・レストラン
（喫茶・食堂）

ありなしコンビニエンスストア

ありなし市民協働専用空間

ありなしイベントスタジオ市の情報発信の充実

現本庁舎と新庁舎の比較

内　容年間経費削減額項　目

分庁舎・駐車場の借り上げ賃料及び、職
員の移動にかかっていた人件費等約５億４０００万円建設に伴う削減効果

業務用車両の台数削減、公文書ファイリ
ングシステムの見直し等による効果約４３００万円業務改善に伴う削減効果

新庁舎に設置するコンビニエンスストア
とカフェの賃料収入約１９００万円営業施設による収益

削減内容

☆建設費及び移転関連（ 什  器 ・備品、引越し等）コストも削減中です
じゅう き

町田市の新庁舎にかかる経費は、計画当初、近隣自治体で新設された庁
舎の経費を調べ、平均より１０万円安い坪単価を基に、総額１６６億４０００万円
と想定しました。しかし、現在その経費は１５０億８０００万円まで縮減してい
ます。当初の計画から１割の経費削減を目指して、今後も更なる努力を
続けていきます。

アトリウムによる温熱環境
負荷軽減

防災・災害復興拠点機能が強化されま防災・災害復興拠点機能が強化されますす外外

ローコストな行政運営が実現しまローコストな行政運営が実現しますす外外

環境にやさしい庁舎になりま環境にやさしい庁舎になりますす外外

ここに　
　　注目外


